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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

本授業の目的は、子どもの音楽活動を支える表現豊かなピアノによる弾き唄いの演奏技能を習得することにある。保育所や幼稚園等で歌われ
る生活の歌を中心に、姿勢・呼吸・共鳴を意識した伸びやかな歌唱技術と曲の特徴や良さを生かしたコード伴奏の基本的な知識・技能を身に
つける。提出された課題は添削しコメントをつけて返し、授業での授業者による講評及び学生間の意見交流等を経て課題の理解を確かなもの
とする。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 演習

授業の方法(Class
method) 演習、実技形式で行う。内容に応じて、ディスカッションやグループワークを取り入れる。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 本授業の目的・内容の理解と自己課題
の設定

本授業のねらいと授業計画を理解した上で、自らの課題を明確にす
る。楽器の取り扱い、練習室の利用方法を確認する。 □

第2回 基本的な楽曲の成り立ちと歌唱に適し
た姿勢の理解

「おててをあらいましょう」の弾き歌いを通して、基本的な楽曲の
成り立ちと発声に適した「姿勢」について学ぶ。 □

第3回 子どもの声域と子供の歌に特徴的なリ
ズムの理解

「おはよう」「おべんとう」などの弾き歌いを通して、子供の声域
と”タッカ”のリズム、２拍子を学ぶ。 □

第4回 呼吸と基本的な楽曲構造の理解 「おはよう」「おべんとう」などの弾き歌いを通して、「呼吸」を
意識した発声をし、３つの部分からなる楽曲のスタイルを学ぶ。 □

第5回 共鳴の理解と音楽の表情変化への意識
「おかえりのうた」「さようならのうた」などの弾き歌いを通して、
「共鳴」を意識した発声をし、４拍子を学ぶ。さらにストーリーに
合わせた音楽の表情変化を意識する。

□

第6回 主要三和音とアルベルティ・バスなど
伴奏のバリエーションの理解

「おかえりのうた」「さようならのうた」などの弾き歌いを通して、
ハ長調の主要三和音を確認し、さらに分散和音やアルベルティ・バ
スなどの伴奏のバリエーションを学ぶ。

□

第7回 前奏・後奏の効果的な用い方の理解 「おかえりのうた」「さようならのうた」などの弾き歌いを通して、
前奏・後奏の役割と「生活のうた」への取り入れ方を学ぶ。 □

第8回 今までの学習の総括と振り返り クラス内で演奏発表を行い、意見交換をしながら今までの学習を振
り返る。「姿勢・呼吸・共鳴」を再確認する。 □

第9回 ヘ長調のコード進行の理解 「ハッピーバースディ・トゥ・ユー」「ぞうさん」などの弾き歌い
を通して、ヘ長調のコード進行、３拍子などを学ぶ。 □

第10回 ト長調のコード進行、身体表現と音楽
の関わりの理解

「ふしぎなポケット」などの子供のうたの弾き歌いを通して、ト長
調のコード進行、音楽内容やテンポの変化などを身体表現を交えて
表現することを学ぶ。

□

第11回 さまざまな調のコード進行 実習園から出された課題曲などに取り組むことを通して、さまざま
な調のコード進行や楽曲構造について学ぶ。 □

第12回 さまざまな音楽表現技法の理解 実習園から出された課題曲などに取り組むことを通して、レガート
やスタカートなどのさまざまな表現技法について学ぶ。 □

第13回 イメージを豊かにする歌の理解
歌詞の内容からイメージを広げ、日本語の発音にも注意しながら、
今までに学んださまざまな表現技法を生かして、課題曲を表現する
演奏法を習得する。

□

第14回 総合的な表現活動へのアプローチ
今までの学習内容を生かして、楽譜を手掛かりに歌の特徴を考え、
テンポ、リズムに注意しつつ、実習園での活動や身体表現も意識し
ながら子どもの表現活動を引き出す演奏表現を試みる。

□



第15回 表現活動を引き出す弾き唄いの実践と
鑑賞

クラス内で演奏発表を行い、子どもの表現活動を引き出す弾き唄い
はどのようにあるべきかを意見交流することにより、幼児期の子ど
もへの音楽の果たす重要性を知る。

□

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

事前学習として、練習の過程で わかったことや疑問に思うこと・質問したいことなどを楽譜やノートに整理する(2時間程度)。 事後学習と
して、授業で出された課題を楽譜に書き込み、歌詞を口に出して読み、リズム打ちやコード分析をして楽曲理解したのちに、弾き唄いの習得
を目指し歌唱および伴奏の練習をする(2時間程度)。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

提出された課題は添削しコメントをつけて返す。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

知識・技能 ◆ 2019子ども発達DP1 歌詞内容と基礎的な楽曲分析から、歌の特徴を説明することができる。

思考力・判断力・表現力 ◇ 2019子ども発達DP2 カデンツなどのコード進行のはたらきから曲の構成がわかり、歌と伴奏の階層的な
構造を生かした演奏表現ができる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

20% 60% 20%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

クラス内発表会での演奏表現

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 大海由佳・古谷和子編著：保育士・幼稚園教諭のための弾き歌い伴奏集 第2巻 選べ
る3ステップ [改訂版] 学研プラス 9784051541644

2 必要に応じて資料を配布する。

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1

2

3

4

5


